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平成 29 年度 全国学力・学習状況調査 解説資料について

 目的  

 本資料は，平成 29 年度全国学力・学習状況調査の実施後，各教育委員会や学校が速やかに

児童生徒の学力や学習の状況，課題等を把握するとともに，それらを踏まえて調査対象学年

及び他の学年の児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができる

よう作成したものです。 

 特徴 

「教科に関する調査」の各問題について，学習指導の改善・充実を図るための情報を

盛り込んでいます。 

 「教科に関する調査」の各問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，

解答類型，正答や予想される誤答の解説，学習指導の改善・充実を図る際のポイント等を記

述しています。 

全ての先生が，学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 

本調査は，小学校においては第５学年まで，中学校においては第２学年までに，十分に身

に付け，活用できるようにしておくべきと考えられる内容を出題していますので，調査の対

象学年だけではなく，全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすることが

できます。各設問の「学習指導要領における領域・内容」には，該当する学年を示していま

すので，学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に活用できます。 

調査実施後，すぐに活用できるように作成しています。 

 調査結果が出る前の段階から，自校での採点を含め，日々の学習指導の改善・充実を図る

際に役立てることができるように作成しています。 

※調査結果を公表する際，調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析，学習指導の改善・

充実を図る際のポイント等を示した「報告書」を作成します。

一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 

 本調査では，一人一人の児童生徒の具体的な解答状況を把握できるよう，設定する条件な

どに即して解答を分類，整理するためのものとして，「解答類型」を設けています。 

 正誤だけではなく，一人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目して，

学習指導の改善・充実を図ることができます。 

関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 

 「学習指導に当たって」では，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例などの該

当ページも記載しています。 

学習指導の改善・充実を図る際は，これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 

※過去の報告書・授業アイディア例などは，国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることが

できます。（http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html）

 本資料の活用に当たって  

Ⅰ 調査問題作成に当たって 

調査問題作成の基本理念，問題作成の枠組みについて解説しています。 

Ⅱ 調査問題一覧表 

問題の概要，出題の趣旨，関係する学習指導要領の領域等，評価の観点，問題形式を一覧

表にまとめています。 

―1―



Ⅲ 調査問題の解説（出題の趣旨，解説，学習指導に当たって等） 

調査問題について，出題の趣旨，解説（解答類型，学習指導要領における領域・内容），

学習指導に当たって等を記述しています。（設問によっては，記述のない項目もあります。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型＞  一人一人の児童生徒の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定する条件

などに即して解答を分類，整理するためのものです。正答例，誤答例を示すとともに，

必要に応じて「正答について」，「誤答について」の解説を加えていますので，自校で

の採点を行う際や，一人一人の児童生徒の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等

に着目した学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 

＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
           「○」…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 

＜類型番号＞  類型１～８（最大）･･･正答・予想される誤答（複数の類型が正答となる設問もある） 
              類型９      ･･･「上記以外の解答」（類型１～８までに含まれない解答） 

              類型０      ･･･「無解答」（解答の記入のないもの） 

 

 

 

３．学習指導に当たって 
 学習指導の改善・充実を図る際の参考にしてください。また，調査問題に関係する領域・内容について， 

各学年での日々の学習指導に際しても活用することができます。 
 なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該当ページを記

載していますので，これらの資料も併せて活用すると，より効果的です。 

 

＊２ 日々の学習指導に生かすために 

＊１ 一人一人の児童生徒の解答状況を把握するために

 

 

 

１．出題の趣旨 
 調査問題ごとに出題の意図，把握し
ようとする力，場面設定などについて
記述しています。 

 

 

 

 

２．解説 

趣旨 
 設問ごとの出題の意図，把握しよ
うとする力などを示しています。 

■学習指導要領における領域・内容 
 調査対象学年及び他の学年の児童
生徒への学習指導の改善・充実を図
るための参考となるよう，関係する
学習指導要領における領域・内容を
示しています。 

■評価の観点 
 設問に関係する評価の観点を示し
ています。 

解答類型（下欄の＊１を参照） 
  一人一人の児童生徒の解答状況を

把握することができるように，設問
における解答類型を示しています。 

 

 

調査問題を縮小して掲載しています。 
※著作権の都合により一部を省略しているものもあ

ります。 
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Ⅳ 解答用紙（ 正答（例）） 

調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 

Ⅴ 点字問題（抜粋） 

点字問題の一部を，当該設問の解答類型及び作成に当たって配慮した点などとともに掲載
しています。 

Ⅵ 拡大文字問題（抜粋） 

拡大文字問題の一部を，当該設問の通常問題及び作成に当たって配慮した点などとともに
掲載しています。 

※本資料では，以下の資料については略称を用いています。

資料 略称 
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 
 ～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」 

「４年間のまとめ【○学校編】」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 
「平成２３年度 全国学力・学習状況調査として実施予定であった調査問題を踏まえた 
 授業アイディア例 ○学校 ○○」 

「平成○年度【○学校】

 授業アイディア例」

「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」 

※図はイメージです。

 ４．出典等 

 著作物からの出題の場合に，出

典及び著作権者等について示して

います。 

 また，問題作成に当たって参考

としたものについても示していま

す。 

■正答について
正答についての解説を適宜記述

しています。 

■誤答について
予想される誤答についての解説

を適宜記述しています。 

（参考） 
 過去の関連する問題，解説資料，
報告書，授業アイディア例等を記
載しています。 

３．学習指導に当たって 

（前ページ下欄の＊２を参照）

 学習指導の改善・充実を図る際

のポイントを記述しています。 
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中学校国語科の調査問題作成に当たって

１ 調査問題作成の基本理念

「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について(報告)」（平成18年４月）では，調査問題

の出題範囲・内容について，各学校段階における各教科等の土台となる基盤的な事項に絞った上

で，調査問題作成の基本理念を以下の二つに整理している。

主として「知識」に関する問題 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を

（以下「『知識』の問題」という。） 及ぼす内容や，実生活において不可欠であり常に活用で

きるようになっていることが望ましい知識・技能など

主として「活用」に関する問題 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々

（以下「『活用』の問題」という。） な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力

などにかかわる内容

また，本調査の実施によって，「各教育委員会や各学校に対して，学習指導要領に示される内

容等を正しく理解するよう促すとともに重視される力を子どもたちに身に付けさせるといった国

としての具体的なメッセージを示すこととなる」としている。

具体的な調査問題の作成に当たっては，「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台

となる基盤的な事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や，児童生徒の学習改善・

学習意欲の向上などに役立つとの視点が重要である」としている。

以上の点等を踏まえ，本調査の調査問題は，国際的な学力調査の考え方や調査結果及び課題等

も考慮しつつ，中学校学習指導要領（平成20年告示。以下「学習指導要領」という。）に示された

国語科の目標及び内容等に基づいて作成することを基本とした。

２ 調査問題作成の枠組み

(1)領域等と評価の観点

調査問題の作成に当たっては，「知識」の問題，「活用」の問題ともに，学習指導要領に示され

ている３領域１事項（「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」，〔伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項〕）に基づいて，その全体を視野に入れることとした。そのため，各領

域等に示されている指導事項がバランスよく出題されるように配慮した。なお，中学校第２学年

までの内容となるようにしている。

※ 「話すこと・聞くこと」の領域については，生徒が実際に話したり聞いたりするような調査を行うことが

難しいため，場面設定・状況設定などを工夫して，話す・聞く活動にできるだけ近づけた出題となるよう

にした。

さらに，学習指導要領の総則「指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項」に示されている

以下の点にも配慮した。

○ 各教科等及び各学年相互間の関連を図り，系統的，発展的な指導ができるようにすること。

○ 各教科等の指導に当たっては，生徒の思考力，判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基

礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言語に対する関心

や理解を深め，言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，生徒の言語活動

を充実すること。

○ 各教科等の指導に当たっては，体験的な学習や基礎的・基本的な知識及び技能を活用した

問題解決的な学習を重視するとともに，生徒の興味・関心を生かし，自主的，自発的な学習

が促されるよう工夫すること。

―6―



○ 各教科等の指導に当たっては，生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返った

りする活動を計画的に取り入れるようにすること。

○ 学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，生徒の主体的，意欲的な学習活動や

読書活動を充実すること。

評価の観点については，国語科で行われている評価の五つの観点を用い，「国語への関心・意

欲・態度」，「話す・聞く能力」，「書く能力」，「読む能力」，「言語についての知識・理解・技能」

とした。なお，「国語への関心・意欲・態度」の評価については，「活用」の問題における記述式

の問題，「生徒質問紙調査」でみることとした。

(2)「知識」の問題の枠組み

「知識」の問題は，各設問の出題の趣旨が学習指導要領の一つの指導事項に対応することを基

本としている。

また，「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」，〔伝統的な言語文化と国語の特質に

関する事項〕の３領域１事項の全てからの出題となるように留意した。

調査時間は，45分である。

(3)「活用」の問題の枠組み

「活用」の問題は，「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について(報告)」に示された例

や学習指導要領に示された言語活動例などを参考に，実生活の具体的な場面や生徒が授業などで

実際に行っている言語活動を想定したものにすることを基本としている。一つの領域だけでなく，

複数の領域の指導事項に対応させて出題している場合もある。

調査時間は，45分である。

(4)問題形式

問題の形式は，選択式，短答式，記述式の３種類としている。

記述式の問題では，一つに限定される正答を書くのではなく，幾つかの選択肢やいろいろな考

え方，答え方があるものなどについて，自分の考えを明確にして書くことを求めている。具体的

には，「活用」の問題において，各大問の中に１題程度記述式の問題を取り入れている。

◆ 点字問題，拡大文字問題，ルビ振り問題の作成について

本調査では，視覚障害等のある児童生徒及び日本語指導が必要な児童生徒等に配慮した

調査問題（点字問題，拡大文字問題，ルビ振り問題）を作成している。

点字問題では，全体を点訳するとともに，点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮

し，図版等の情報の精査（グラフを表にしたり，記述による説明に替えたりするなど）を

行ったり，出題の趣旨を踏まえつつ代替問題を作成したりするなどの配慮を行っている。

拡大文字問題では，対象となる児童生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し，文字や

図版等を拡大するとともに，文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ，コントラスト，

レイアウト等を変更するなどの配慮を行っている。
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Ⅱ 調 査 問 題 一 覧 表
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話
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こ
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す
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関
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・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書
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能

力

読
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能

力

言

語

に
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い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

1
画面に示された字幕についての説明として適
切なものを選択する

話し言葉と書き言葉との違いを理
解する

２(1)
イ(ｱ) ○ ○

一
スピーチをより分かりやすくするためにイラ
ストを提示する箇所として適切なものを選択
する

目的に応じて資料を効果的に活用
して話す

２
ウ

○ ○

二
スピーチの構成を説明したものとして適切な
ものを選択する

事実と考えとの関係に注意し，構
成を工夫して話す

１
イ

○ ○

一
それまでがんばってきた様子が読み手により
伝わるように書き直す

書いた文章を読み返し，語句の使
い方を工夫して書く

２
エ

○ ○

二
一文を書き加える際に参考にした助言として
適切なものを選択する

書いた文章についての助言を基
に，自分の表現を見直す

２
オ

○ ○

一
見出しの内容に対するまとめとして適切なも
のを選択する

文章の要旨を捉える
１
イ

○ ○

二
文章について説明したものとして適切なもの
を選択する

文章の構成や展開，表現の特徴に
ついて自分の考えをもつ

１
エ

○ ○

一
〈立候補者から〉の欄の書き方を説明したも
のとして適切なものを選択する

文章の構成を工夫して分かりやす
く書く

２
イ

○ ○

二
〈推薦者から〉の欄に書き加える具体例に使
う情報として適切なものを選択する

目的や意図に応じて材料を集め，
自分の考えをまとめる

１
ア

○ ○

一
登場する人物を整理したものに当てはまる人
物の組合せとして適切なものを選択する

１
ウ

○ ○

二
「どれもこれも仁王を蔵しているのはなかっ
た」の意味として適切なものを選択する

１
ウ

○ ○

一
先生から必要な情報をもらうために適した発
言に直す

相手に分かりやすいように語句を
選択して話す

１
ウ

○ ○

二
結論にたどり着いた理由として適切なものを
選択する

話すための材料を人との交流を通
して集める

１
ア

○ ○

一
詩について説明したものとして適切なものを
選択する

文章の表現の仕方について自分の
考えをもつ

２
ウ

○ ○

二
二人の交流の様子について説明したものとし
て適切なものを選択する

文章に表れているものの見方や考
え方について，交流を通して自分
の考えを広くする

１
オ

○ ○

場面の展開や登場人物の描写に注
意して読み，内容を理解する

8

問
題
の
概
要

2

3

4

6

5

評価の観点学習指導要領との関連 問題形式

調査問題一覧表　【中学校国語】
Ａ　主として「知識」に関する問題

問
題
番
号

出
題
の
趣
旨

7
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話

す

こ

と

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

一
１

漢字を書く（組織のキボを大きくする）
２(1)
ウ(ｲ) ○ ○

一
２

漢字を書く（雨で運動会がエンキになる）
２(1)
ウ(ｲ) ○ ○

一
３

漢字を書く（店をイトナむ）
２(1)
ウ(ｲ) ○ ○

二
１

漢字を読む（覚悟を決める）
２(1)
ウ(ｱ) ○ ○

二
２

漢字を読む（鮮やかな色合い）
２(1)
ウ(ｱ) ○ ○

二
３

漢字を読む（水が垂れる）
２(1)
ウ(ｱ) ○ ○

三
ア

適切な語句を選択する（えりを正して話を聞
く）

１(1)
イ(ｳ) ○ ○

三
イ

適切な語句を選択する（よい結果を早く出し
たいときは，急がば回れといわれるように，
かえって慎重に議論を進めるべきだ）

１(1)
イ(ｳ) ○ ○

三
ウ

適切な敬語を選択する（先生もこの書店をよ
くご利用になるのですね）

２(1)
イ(ｱ) ○ ○

三
エ

適切な語句を選択する（私は映画が大好きで
す。ただし，映画なら何でも見るわけではあ
りません）

１(1)
イ(ｴ) ○ ○

三
オ

適切な語句を選択する（チームの勝利を確信
する）

２(1)
イ(ｲ) ○ ○

四 言い直した意図として適切なものを選択する 助詞の働きについて理解する
２(1)
イ(ｴ) ○ ○

五 話合いの記録として適切な言葉を考える
事象や行為などを表す多様な語句
について理解する

１(1)
イ(ｳ) ○ ○

六
１

楷書と比較したときの行書の説明として適切
なものを選択する

楷書と行書との違いを理解する
１(2)
イ ○ ○

六
２

行書で書かれた「和」の特徴の組合せとして
適切なものを選択する

行書の特徴を理解する
１(2)
イ ○ ○

七
１

「徒然草」の中の語句の訳を抜き出す（あや
しう）

古文と現代語訳とを対応させて内
容を捉える

２(1)
ア(ｲ) ○ ○

七
２

「徒然草」の作品の種類として適切なものを
選択する

古典には様々な種類の作品がある
ことを知る

１(1)
ア(ｲ) ○ ○

文脈に即して漢字を正しく読む

文脈に即して漢字を正しく書く

9 語句の意味を理解し，文脈の中で
適切に使う

評価の観点 問題形式

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学習指導要領との関連
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話

す

こ

と

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

一
本の紹介カードに書かれている登場人物の様
子が具体的に表現されている箇所として適切
なものを選択する

登場人物の言動の意味を考え，内
容を理解する

２
イ

○ ○

二
地の文にある言葉を発した人物を文章の中か
ら抜き出す

場面の展開や登場人物などの描写
に注意して読み，内容を理解する

１
ウ

○ ○

三
比喩を用いた表現に着目し，感じたことや考
えたことを書く

表現の仕方について捉え，自分の
考えを書く

１
ウ

１
エ

１(1)
イ(ｵ) ○ ○ ○ ○ ○

一
スピーチの中で実演を行った意図として適切
なものを選択する

目的に応じて資料を効果的に活用
して話す

２
ウ

○ ○

二
聞き手が話し手に伝えようとしていることと
して適切なものを選択する

話の論理的な構成や展開などに注
意して聞く

２
エ

○ ○

三
スピーチの内容を聞き手からの意見に基づい
て直す

相手の反応を踏まえながら，事実
や事柄が相手に分かりやすく伝わ
るように工夫して話す

１
イ

２
ウ

○ ○ ○ ○

一
下書きについての説明として適切なものを選
択する

集めた材料を整理して文章を構成
する

１
イ

○ ○

二
太宰治と他の作家との関係を書き直したもの
として適切なものを選択する

目的に応じて必要な情報を読み取
る

１
カ

○ ○

三
アンケートをとる対象と質問内容，その質問
についての回答を基にした内容を載せること
で興味をもってもらえると考えた理由を書く

必要な情報を集めるための見通し
をもつ

１
ア

○ ○ ○

調査問題一覧表　【中学校国語】
Ｂ　主として「活用」に関する問題

1

3

2

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

問題形式評価の観点学習指導要領との関連

―12―



Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説

（出題の趣旨，解説，解答類型，学習指導に当たって等）

Ａ 主として「知識」に関する問題

Ⅲ　
調
査
問
題
の
解
説
（
出
題
の
趣
旨
、解
説
、解
答
類
型
、学
習
指
導
に
当
た
っ
て
等
）　

Ａ　

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
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国語Ａ１ ニュースを見る

１．出題の趣旨

・ 話し言葉と書き言葉との違いを理解すること

伝えたいことを音声や文字で表現する際には，音声言語としての話し言葉と文字言語として

の書き言葉の特色や役割を理解し，適切に使うことが大切である。

本問では，テレビのニュースを見る場面を設定した。【テレビから流れている音声】と【画

面】に示された字幕から，話し言葉と書き言葉の特質を基に，【画面】に示された字幕につい

て考えることを求めている。

―14―



２．解説

設問

趣旨

話し言葉と書き言葉との違いを理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｱ) 話し言葉と書き言葉との違い，共通語と方言の果たす役割，敬語の働きなどについ

て理解すること。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの ◎

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【テレビから流れている音声】の「ええと，私から進んで話しかけて，たくさんの人と

仲良くなって，友達を増やしたいと思っています。」という部分の話の要点を字幕として示

している。

３．学習指導に当たって

○ 話し言葉と書き言葉の特色や役割を理解し，適切に使う

伝えたいことを言葉で相手に的確に伝えるためには，音声言語としての話し言葉と文字

言語としての書き言葉の特色や役割を理解し，状況に応じて適切に使う必要がある。話し

言葉は，聞き手，場所，時間，目的などの影響を強く受けながら表現されたり理解された

りする。また，音声としての言葉が即時的に消えていくことも，話し言葉の特質である。

書き言葉は，多様な読者に対応できる表現力が必要となる。また，必要なときに読み返す

ことができることも，書き言葉の特質である。このようなことに留意して，実際の生活場

面で，話し言葉と書き言葉とを適切に使えるように指導することが大切である。例えば，

同じ内容を電話で伝える場合と手紙で伝える場合とでは，表現の仕方や伝わり方がどのよ

うに違うのか等について比較する学習活動が考えられる。

―15―



国語Ａ２ スピーチをする

１．出題の趣旨

・ 目的に応じて資料を効果的に活用して話すこと

・ 事実と考えとの関係に注意し，構成を工夫して話すこと

スピーチをする際には，自分の考えや調べたことが，聞き手に分かりやすく伝わるように話

す必要がある。そのためには，話の構成を工夫したり，資料や機器などを効果的に活用したり

することなどが大切である。

本問では，調べたことを発表するスピーチのリハーサルを行っている場面を設定した。伝え

たいことがより分かりやすく伝わるように資料を提示するタイミングを考えたり，調べた事実

と自分の意見や考えとの関係を明らかにして構成したりして話すことを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 調べて分かったことや考えたことなどに基づいて説明や発表をしたり，それらを聞い

て意見を述べたりすること。
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２．解説

設問一

趣旨

目的に応じて資料を効果的に活用して話すことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ 目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話すこと。 《話すこと》

■評価の観点

話す・聞く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 一 １ （ア）と解答しているもの

２ （イ）と解答しているもの

３ （ウ）と解答しているもの

４ （エ）と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

イラスト【Ｂ】は，開いたときに握っている部分を下にして持った雨傘の絵である。閉

じた雨傘の持ち方について説明している「江戸時代の雨傘は，開いたときに握っている部

分を下にして持ちます。」を話す際にイラスト【Ｂ】を提示することで，スピーチの内容が

より分かりやすくなる。

設問二

趣旨

事実と考えとの関係に注意し，構成を工夫して話すことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえながら

話すこと。 《話すこと》

■評価の観点

話す・聞く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 二 １ １と解答しているもの ◎

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

山田さんは始めに「江戸時代の雨傘と，今私たちがよく使っている雨傘とでは，どのよ

うな違いがあるのか知っているでしょうか」とスピーチの話題を提示している。次に江戸

時代の雨傘と今私たちがよく使っている雨傘との違いについて調べた事実を具体的に述べ，

最後に「私は雨傘を大切に使っていこうと思います。そして雨傘だけではなく，他の身近

な道具も見つめ直して大切に使っていきたいです。」と自分の考えを述べている。

３．学習指導に当たって

(1) 聞き手に自分の考えを伝えるために，資料を効果的に提示して話す

自分の考えを的確に伝え，聞き手の理解を深めるためには，資料を提示する必要がある

かどうかを考え，効果的に活用することが大切である。資料などを活用して話すのは，話

の要点を明らかにして聞き手に分かりやすくするためである。プレゼンテーションやポス

ターセッションだけでなく，スピーチや話合いでも，どのような資料を用いればよいのか

を吟味するとともに，提示するタイミングなどを考える必要がある。例えば，スピーチや

話合いの様子を記録した動画を基に振り返り，資料の効果的な活用の仕方について検討す

る学習活動が考えられる。

指導に当たっては，平成27年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授

業アイディア例も参考になる。

（参照）

「平成27年度【中学校】授業アイディア例」P.５～P.６

(2) 事実と意見との関係に注意しながら，スピーチの構成を工夫する

自分の考えを分かりやすく伝えるためには，事実と意見との関係に注意し，どのような

事実を根拠として取り上げ，どのように配列して話の全体を構成するかについて考えるこ

とが大切である。その際，文末表現などにも注意して事実と意見との関係を明らかにして

話すことが重要である。例えば，スピーチを聞いてどこが事実でどこが意見なのかを考え

て，その事実が意見の根拠として適切かどうかなどについて検討し，自分の表現に生かす

学習活動が考えられる。

４．出典等

【スピーチ】は，住友和子編集室・村松寿満子・吉村明彦編『和傘・パラソル・アンブレ

ラ』（平成28年２月 LIXIL出版），日本洋傘振興協議会ウェブページなどを参考にした。
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国語Ａ３ 物語を創作する

１．出題の趣旨

・ 書いた文章を読み返し，語句の使い方を工夫して書くこと

・ 書いた文章についての助言を基に，自分の表現を見直すこと

物語を創作する際には，事柄や心情など，伝えたいことが的確に表現されているかどうかと

いう観点から文章を読み返すことが大切である。また，他の人と交流することによって得られ

た意見や助言を自分の表現に役立てようとすることも重要である。

本問では，自分の体験を基にして書いた物語を読み返したり，友達と交流して助言を受けた

りする場面を設定した。伝えたいことが読み手により効果的に伝わるように言葉を書き直した

り，友達の助言を基にして文を書き加えたりすることを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

ア 表現の仕方を工夫して，詩歌をつくったり物語などを書いたりすること。
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２．解説

設問一

趣旨

書いた文章を読み返し，語句の使い方を工夫して書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

エ 書いた文章を読み返し，語句や文の使い方，段落相互の関係などに注意して，読みや

すく分かりやすい文章にすること。 《推敲》

■評価の観点

書く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 一 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 「がんばる」という単語を使わずに，それまでがんばってきた様子が読み手に

より伝わるように適切に書いている。

② 「健一たちは」に適切に続くように，十五字以内で書いている。

（正答例）

・ （健一たちは）今日まで練習を積み重ねてきた（。） （14字）

・ （健一たちは）毎日必死に練習をしてきた（。） （12字）

・ （健一たちは）懸命に歌ってきた（。） （８字）

１ 条件①，②を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの

（例）

・ （健一たちは）繰り返し練習が重ねられた（。） （12字）

＊ 「健一たちは」に適切に続くように書いていない。

３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの

（例１）

・ （健一たちは）一生懸命に練習をがんばってきた（。） （15字）

＊ 「がんばる」という単語を使って書いている。

（例２）

・ （健一たちは）練習をしてきた（。） （７字）

＊ それまでがんばってきた様子が読み手により伝わるように適切に書い

ていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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■正答について

合唱コンクールに向けて練習をがんばってきた様子が読み手により伝わるように，「がん

ばる」という単語を使わずに書き換えるとともに，「健一たちは」という主語に適切に続く

ように書く必要がある。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ26Ａ２二
仲直りができてうれしい主人公の気持ちを

80.1％ P.17～P.19 P.26～P.28
印象深く伝えるために書き換える

設問二

趣旨

書いた文章についての助言を基に，自分の表現を見直すことができるかどうかをみる。

平成26年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ３（正答率 58.9％）において，情景

描写の効果を捉えることに課題が見られたことを踏まえて出題したものである。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

オ 書いた文章を互いに読み合い，文章の構成や材料の活用の仕方などについて意見を述

べたり助言をしたりして，自分の考えを広げること。 《交流》

■評価の観点

書く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 二 １ ①と解答しているもの

２ ②と解答しているもの

３ ③と解答しているもの ◎

４ ④と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

「張りつめた空気」という緊張した雰囲気が和らいだことを，「窓から吹き込んでくるさ

わやかな風が，『あと一日』と書いたカレンダーを揺らす。」という情景の描写を通して表そ

うとしている。
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（参考）

○関連する問題

【小学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ26Ａ３
情景描写を正しく理解し，適切なものを選

58.9％ P.19～P.21 P.30～P.32
択する
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３．学習指導に当たって

(1) 伝えたい事柄が読み手に効果的に伝わる表現になっているかどうかを確かめる

物語を創作する際には，事柄や心情などについて，読み手の想像力が喚起されるように

語句や描写を工夫することが大切である。推敲する際には，別の言葉に書き換えたり，新

しい言葉を付け加えたりすることで，伝わり方がどのように異なるのかを確かめるなど，

具体的な表現を基にして考えることが重要である。また，第１学年〔伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項〕（1）の「イ 言葉の特徴やきまりに関する事項」(ｳ)との関連を

図り，事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるように指導することも有効

である。

(2) 観点を明確にして交流し，意見や助言を基にして自分の表現を見直す

書いた文章を互いに読み合う際には，文章の構成や材料の活用の仕方など，観点を明確

にして交流し，意見を述べたり助言をしたりすることが大切である。また，自分の書いた

文章に対しての意見や助言によって気付かされたり，改めて認識したりしたことを明確に

し，自分の表現に役立てようとすることも重要である。例えば，文章の構成や材料の活用

の仕方などについて，読み手に与える効果を考えながら交流する学習活動が考えられる。

その際，伝えたい事実や事柄，意見や心情が相手に伝わるような表現になっているか，読

み手としてはどのように受け止めることができるかなど，書き手と読み手の両方の立場か

ら検討することが効果的である。
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国語Ａ４ 説明的な文章を読む
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１．出題の趣旨

・ 文章の要旨を捉えること

・ 文章の構成や展開，表現の特徴について自分の考えをもつこと

説明的な文章には，見出しを付けて書かれているものがある。見出しは，それぞれのまと

まりにどのようなことが書かれているかを簡潔に表している。文章の内容を捉えるためには，

見出しを手掛かりにして読むことも効果的である。

本問で取り上げた文章には，「なぜ『辞書』は『ひく』のでしょう」という見出しが付けら

れている。「ひく」の様々な意味を用例とともに示しながら，「辞書をひく」の「ひく」の意

味がどの用例に近いのかについて説明している。見出しに着目して文章の要旨を捉えること

や，文章の構成や展開，表現の特徴について自分の考えをもつことを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと

イ 説明や評論などの文章を読み，内容や表現の仕方について自分の考えを述べること。

２．解説

設問一

趣旨

文章の要旨を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと

イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応

じて要約したり要旨をとらえたりすること。 《文章の解釈》

■評価の観点

読む能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 一 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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■正答について

筆者は，「辞書」は「字引」ともいうことに触れ，「『字引』とは，『字』をそれでよいか

どうかよく調べて『選び出す』ものです。」と述べている。さらに，「『くじをひく』のと同

じように，『ことば』を選び出すもの それが『字引』です。」とあることから，一本の

くじをひくのと同じようにことばを選び出すので，辞書は「ひく」という言い方をすること

が分かる。

設問二

趣旨

文章の構成や展開，表現の特徴について自分の考えをもつことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと

エ 文章の構成や展開，表現の特徴について，自分の考えをもつこと。

《自分の考えの形成》

■評価の観点

読む能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 二 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの ◎

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

見出しを含めて，文章の複数の箇所に問いかける表現が使われており，読み手が答えを考

えながら読み進めることができる。
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３．学習指導に当たって

(1) 文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分け，要旨を捉える

説明的な文章を読み，要旨を捉える際には，提示されている話題と，その話題について

説明されている様々な事柄を正確に理解した上で，必要な情報を選択し整理することが大

切である。その際，筆者の考えなどの中心的な部分と，読み手の理解を補うために示され

た事例などの付加的な部分とを読み分け，内容を理解することが重要である。また，見出

しが付けられた文章では，中心的な部分を捉えるために，見出しに着目して読むことも効

果的である。

(2) 文章の構成や展開，表現の特徴について自分の考えをもつ

説明的な文章を読む際には，書かれている内容を理解するだけでなく，文章の構成や展

開，表現の特徴を分析的に捉え，その工夫や効果について自分の考えをもつことが大切で

ある。例えば，文章の構成や展開，表現の特徴について自分の考えをもった上で，ペアや

グループで交流する学習活動が考えられる。その際，他の人の考えを自分の考えの参考に

したり，他の人が示していない視点からの考えを提示したりすることができるように指導す

ることが重要である。

４．出典等

池上嘉彦『ふしぎなことば ことばのふしぎ』（昭和62年５月 筑摩書房）による。
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国語Ａ５ 生徒会だよりを作成する

１．出題の趣旨

・ 文章の構成を工夫して分かりやすく書くこと

・ 目的や意図に応じて材料を集め，自分の考えをまとめること

生徒の日常生活の中では，行事の案内や委員会活動の報告など，文章によって伝達する機会

が多い。その際，相手や目的に応じて伝えたい事柄を分かりやすく書くことが大切である。

本問では，生徒会役員選挙を特集した生徒会だよりを書くという場面を設定した。伝えたい

事柄が明確に伝わるように構成を工夫したり，目的や意図に応じて必要な情報を集めて自分の

考えを書いたりすることを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第１学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 行事等の案内や報告をする文章を書くこと。
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２．解説

設問一

趣旨

文章の構成を工夫して分かりやすく書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

イ 自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして，文章の構成を工夫すること。

《構成》

■評価の観点

書く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

５ 一 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの ◎

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

〈立候補者から〉の欄には，まず，池田さんがどのような学校にしたいと考えているのか

が分かる目標が書かれている。そして，池田さんが目標を達成するために取り組みたいこと

が，項目を立てて二つ書かれている。

設問二

趣旨

目的や意図に応じて材料を集め，自分の考えをまとめることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｂ 書くこと

ア 日常生活の中から課題を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめること。

《課題設定や取材》

■評価の観点

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

５ 二 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの ◎

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

「清掃のときは，自分の担当を終えると他の人の分も手伝っている。」という事前に集め

た情報から，池田さんは「周りの人たちのことを考えて行動する人」だという見方をするこ

とができる。

３．学習指導に当たって

(1) 伝えたい事柄や意見を明確にして，文章の構成を工夫する

伝えたい事柄や意見などを読み手に分かりやすく伝えるためには，伝えたい事柄や意見

を明確にし，どのような順序で示すことがより効果的であるかを考えることが大切である。

また，小学校での学習を踏まえ，項目を立てて内容を整理したり，目的に応じた見出しを

付けたりすることも重要である。例えば，生徒会だよりや係からのお知らせ，ポスターや

案内など，生徒の日常生活の中にある例を取り上げ，それらの構成の工夫や効果について

指摘したり，より効果的な構成について考えたりする学習活動が考えられる。

(2) 書くための課題を決めて材料を集め，自分の考えをまとめる

自ら課題を決めて材料を集め，自分の考えをまとめる際には，課題を明確にするために，

何について，誰に向け，何のために書くのかを具体化する必要がある。課題が決まったら，

その課題に関連した材料を集めながら自分の考えをまとめることになる。材料を集める段

階においては，本，新聞・雑誌，テレビ，コンピュータや情報通信ネットワークを活用し

たり，インタビューやアンケートを行ったりすることなどが考えられる。指導に当たって

は，集めた材料を基にして自分の考えをまとめるだけでなく，自分の考えをまとめるため

にふさわしい材料を必要に応じて再収集する学習活動が考えられる。
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国語Ａ６ 文学的な文章を読む（「夢十夜」）
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１．出題の趣旨

・ 場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解すること

近代以降の代表的な作家の作品に触れ，内容や表現のよさを味わい，その価値に気付くこと

で，ものの見方や考え方を広くすることができる。また，我が国の言語文化についての理解を

深め，これを継承・発展させる態度を育成することができる。

本問では，夏目漱石の「夢十夜」を取り上げた。場面の展開や登場人物などの描写に注意し

て読み進め，登場人物の相互関係や言動の意味を捉え，文章の内容を理解することを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと

ア 詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流すること。

２．解説

設問一

趣旨

場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる。

平成26年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ５（正答率 65.5％）において，物語

の登場人物の相互関係を捉えることに課題が見られたことを踏まえて出題したものである。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。

《文章の解釈》

■評価の観点

読む能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

６ 一 １ １と解答しているもの ◎

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

夢の中にいる「自分」が，仁王を彫っている運慶の様子を見物している場面であるという

設定を押さえた上で，場面の展開や登場人物の言動に注意して読み，登場人物の相互関係を

整理する必要がある。
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（参考）

○関連する問題

【小学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ26Ａ５ 物語の一部に入る適切な人物の名前を書く 65.5％ P.24～P.26 P.35～P.37

設問二

趣旨

場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。

《文章の解釈》

■評価の観点

読む能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

６ 二 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

「自分」は，「若い男」の「（仁王の）眉や鼻が木の中に埋まっているのを，鑿と槌の力

で掘り出す」という言葉を信じて，家にある木を片っ端から彫ってはみたものの，仁王を掘

り当てることができなかった。このことから，若い男が言ったことは，眉や鼻が木の中に本

当に埋まっているのではなく，まるで木の中に埋まっている眉や鼻を掘り出すように見事に

彫刻することを表していることが分かる。本設問の「仁王を蔵しているのはなかった」は若

い男の言葉を受けた表現であり，「仁王を彫刻することはできなかった」ことを表している。

３．学習指導に当たって

○ 場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解する

文学的な文章を読む際には，言葉を手掛かりにしながら文脈をたどり，視点を定めて読

むことが必要であり，そのことによって深い理解や感動が得られる。その際，文章の中の

時間的，空間的な場面の展開，登場人物の心情や行動，情景描写などに注意して読み進め

ることが大切である。例えば，登場人物の言動を表す描写に着目し，他の叙述や場面の展

開を根拠としながら，言動の意味について検討する学習活動が考えられる。

４．出典等

夏目漱石「夢十夜」（『夢十夜・草枕』平成４年12月 集英社）による。
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国語Ａ７ 学校図書館で先生に相談する

１．出題の趣旨

・ 相手に分かりやすいように語句を選択して話すこと

・ 話すための材料を人との交流を通して集めること

相手に自分の考えを分かりやすく伝えるためには，適切な語句を選んで話すことが大切であ

る。また，人との交流を通して話すための材料を集める際には，目的に応じて事前に尋ねる内

容を明確にしておくことが重要である。

本問では，国語科の授業の中で紹介する本を選ぶために，学校図書館で先生に相談する場面

を設定した。先生から必要な情報をもらうために，誤解を与える表現を言い換えることや，人

との交流を通して話すための材料を集める際に，どのようにすれば必要な情報を得られるかに

ついて考えることを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 日常生活の中の話題について対話や討論などを行うこと。
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２．解説

設問一

趣旨

相手に分かりやすいように語句を選択して話すことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ 話す速度や音量，言葉の調子や間の取り方，相手に分かりやすい語句の選択，相手や

場に応じた言葉遣いなどについての知識を生かして話すこと。 《話すこと》

■評価の観点

話す・聞く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

７ 一 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 小説ではない本であることを書いている。

② 「もう一冊は」と「を取り上げたいと思っています。」に適切に続くように，

十字以内で書いている。

（正答例）

・ （もう一冊は）小説以外の本（を取り上げたいと思っています。） （６字）

・ （もう一冊は）小説ではないもの（を取り上げたいと思っています。） （８字）

１ 条件①，②を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの

（例）

・ （もう一冊は）小説ではない本だから（を取り上げたいと思っています。）

（10字）

＊ 「を取り上げたいと思っています。」に適切に続くように書いていない。

３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの

（例）

・ （もう一冊は）サッカーの本以外（を取り上げたいと思っています。）

（８字）

・ （もう一冊は）先生のおすすめの本（を取り上げたいと思っています。）

（９字）

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

先生から必要な情報をもらうために，「それ以外」が小説以外の本であることが分かるよ

うに述べる必要がある。
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設問二

趣旨

話すための材料を人との交流を通して集めることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 日常生活の中から話題を決め，話したり話し合ったりするための材料を人との交流を

通して集め整理すること。 《話題設定や取材》

■評価の観点

話す・聞く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

７ 二 １ １と解答しているもの ◎

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

森さんは「青春」というテーマで小説以外の本を探している。先生との相談を通して，「実

際にあった出来事を書いた本」に関心をもち，先生が示した二つの助言の中から，まずは「音

楽の棚」を見てみようと決めている。
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３．学習指導に当たって

(1) 相手に分かりやすく伝わるように語句を選択して話す

インタビューや質問などを通して情報を集める際には，自分の考えが相手に分かりやす

く伝わるように語句を選んで話す必要がある。例えば，相手の反応を踏まえて，伝えたい

ことが適切に伝わったかどうかについて考え，必要に応じて分かりやすい語句を用いて言

い換えたり，複数の尋ね方を試してどれが最も分かりやすいかを検討したりする学習活動

が考えられる。

指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の

育成に向けて～【中学校版】」国語－１も参考になる。

（参照）

「言語活動事例集【中学校版】」P.19～P.20

(2) 話したり話し合ったりするための材料を人との交流を通して探す

話したり話し合ったりするための材料を集める際には，目的に応じて様々な資料を有す

る学校図書館などの施設を利用するように指導することが大切である。生徒は，学校図書

館などを活用して学習することを通して，資料の集め方，調べ方，まとめ方，報告や発表

の仕方などの学び方や考え方を身に付けるとともに，自らの力で論理的に考え判断する力，

自分の思いや考えを的確に表現する力，今まで気付かなかったことや分からなかったこと

について新たに関係があることなどを発見し解釈する力などを身に付けることができる。

学校図書館の担当の先生や係の生徒など，人との交流を通して材料を集める際には，何の

ために，どのような材料が必要なのかを事前に考えておくことが大切である。その上で，

自分の伝えたいことを的確に伝えたり，相手の話したことを正確に理解したりしながら，

必要な材料を集めることができるように指導することが重要である。
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国語Ａ８ 詩を読む（「祖母」）

１．出題の趣旨

・ 文章の表現の仕方について自分の考えをもつこと

・ 文章に表れているものの見方や考え方について，交流を通して自分の考えを広くす

ること

詩を読む際には，描写の仕方や比喩の用い方などの表現の仕方に注意しながら読み味わい，

内容や，作者のものの見方や考え方について理解を深めることが大切である。

本問では，三好達治の「祖母」を読んで感じたことや考えたことを交流する場面を設定した。

表現の仕方について自分の考えをもったり，詩の解釈における着眼点の違いを捉えて自分の考

えを広くしたりすることを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと

ア 詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流すること。
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２．解説

設問一

趣旨

文章の表現の仕方について自分の考えをもつことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめること。

《自分の考えの形成》

■評価の観点

読む能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

８ 一 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの ◎

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

二連からなるこの詩は，第一連も第二連も「祖母は○○をかきあつめて／桃の実のように

合せた掌の中から／沢山な○○をくれるのだ」と同じ言葉を繰り返し使って表現されている。

そのため，○○に用いられている，第一連の「蛍」，第二連の「月光」の印象が強く伝わる。

設問二

趣旨

文章に表れているものの見方や考え方について，交流を通して自分の考えを広くするこ

とができるかどうかをみる。

平成26年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ｂ３二（正答率 48.7％）において，詩

の解釈における着眼点の違いを捉えることに課題が見られたことを踏まえて出題したものである。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと

オ 文章に表れているものの見方や考え方をとらえ，自分のものの見方や考え方を広くす

ること。 《自分の考えの形成》

■評価の観点

読む能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

８ 二 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

木村さんは「桃の実のように合せた掌」，石川さんは「沢山な」，「くれるのだ」という異

なる表現に着目しているが，祖母の人物像については二人とも「優しい」と感じており，同

じ見方をしている。
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（参考）

○関連する問題

【小学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ26Ｂ３二
【詩２】に対する山田さんの解釈として適

48.7％ P.52～P.58 P.69～P.77
切なものを選択する

（
略
）

（
略
）
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３．学習指導に当たって

(1) 文章の構成や展開，表現の仕方について自分の考えをもつ

文章の構成や展開，表現の仕方について自分の考えをまとめる際には，自分の考えを支

える根拠となる段落や部分などを挙げるようにすることが大切である。また，そのような

表現をした書き手の意図との関連を考えたり，その効果について考えたりすることも重要

である。例えば，文章の構成や展開，表現の仕方についての自分の考えと，他の人の考え

とを比べることを通して，自分の考えを深める学習活動が考えられる。

指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の

育成に向けて～【中学校版】」国語－14も参考になる。

（参照）

「言語活動事例集【中学校版】」P.45～P.46

(2) 書き手のものの見方や考え方を捉え，自分のものの見方や考え方を広くする

文学的な文章を読む際には，書き手のものの見方や考え方に共感したり，疑問をもった

りすることなどを通して，新たなものの見方や考え方を発見したり，様々な視点から物事

について考えられるようになったりするなど，読み手としてのものの見方や考え方を更に

広げていくことが大切である。例えば，詩歌などを読み，内容や表現の仕方について感想

を交流する学習活動が考えられる。その際，同じ表現に着目しているが，その捉え方が異

なる場合や，同じような感想をもっているが，その根拠として取り上げている表現が異な

る場合があることを指導するなど，自分の考えを広げたり深めたりしていくための交流の

視点を示すことが重要である。

指導に当たっては，平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２三に係る授

業アイディア例も参考になる。

（参照）

「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.11～P.12

４．出典等

【詩】は，三好達治「祖母」（『少年少女のための日本名詩選集・12 三好達治』昭和61年

10月 あすなろ書房）による。
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国語Ａ９ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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１．出題の趣旨

・ 文脈に即して漢字を正しく書くこと

・ 文脈に即して漢字を正しく読むこと

・ 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うこと

・ 助詞の働きについて理解すること

・ 事象や行為などを表す多様な語句について理解すること

・ 楷書と行書との違いを理解すること

・ 行書の特徴を理解すること

・ 古文と現代語訳とを対応させて内容を捉えること

・ 古典には様々な種類の作品があることを知ること

・ 語句については，過去と同一の問題を出題している（設問三）。

・ 文の中での助詞の働きを理解しているかどうかについて出題している（設問四）。

・ 事象や行為などを表す多様な語句について理解しているかどうかについて出題している

（設問五）。

・ 書写については，行書の特徴などを理解しているかどうかについて出題している（設問六）。

・ 伝統的な言語文化については，「徒然草」を取り上げ，古文と現代語訳とを対応させて読

む問題を出題している（設問七）。

２．解説

設問一

趣旨

文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ウ

(ｲ) 学年別漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使うこと。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ 一 １ 「規模」と解答しているもの ◎

１ ２ 「規模」のうち「規」だけ正しく解答しているもの

３ 「規模」のうち「模」だけ正しく解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

一 １ 「延期」と解答しているもの ◎

２ ２ 「延期」のうち「延」だけ正しく解答しているもの

３ 「延期」のうち「期」だけ正しく解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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一 １ 「営（む）」と解答しているもの ◎

３ ９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

１ 「規」は，小学校第５学年，「模」は，小学校第６学年の配当漢字である。

２ 「延」は，小学校第６学年，「期」は，小学校第３学年の配当漢字である。

３ 「営」は，小学校第５学年の配当漢字である。

設問二

趣旨

文脈に即して漢字を正しく読むことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ウ

(ｱ) 第１学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字のうち350字程度から

450字程度までの漢字を読むこと。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ 二 １ 「かくご」と解答しているもの ◎

１ ２ 「かくご」のうち「かく」だけ正しく解答しているもの

３ 「かくご」のうち「ご」だけ正しく解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

二 １ 「あざ（やか）」と解答しているもの ◎

２ ９ 上記以外の解答

０ 無解答

二 １ 「た（れる）」と解答しているもの ◎

３ ９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

１ 「覚」は，小学校第４学年の配当漢字，「悟」は，学年別漢字配当表以外の常用漢字で

ある。

２ 「鮮」は，学年別漢字配当表以外の常用漢字である。

３ 「垂」は，小学校第６学年の配当漢字である。
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設問三

趣旨

語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｳ) 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに，話や文章の中の

語彙について関心をもつこと。

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｴ) 単語の類別について理解し，指示語や接続詞及びこれらと同じような働きをもつ語

句などに注意すること。

〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｱ) 話し言葉と書き言葉との違い，共通語と方言の果たす役割，敬語の働きなどについ

て理解すること。

〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｲ) 抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句

などについて理解し，語感を磨き語彙を豊かにすること。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ 三 １ １と解答しているもの

ア ２ ２と解答しているもの ◎

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

三 １ １と解答しているもの

イ ２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの ◎

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

三 １ １と解答しているもの

ウ ２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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三 １ １と解答しているもの

エ ２ ２と解答しているもの ◎

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

三 １ １と解答しているもの

オ ２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの ◎

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

ア 「気持ちをひきしめる」という意味をもつ「えりを正す」が正答である。

イ 「時間がかかっても安全確実な方法をとった方が，結局は目的を早く達する」という意

味をもつ「急がば回れ」が正答である。

ウ 「利用する」の尊敬語である「ご利用になる」が正答である。

エ 前の文に条件や例外を付け加える際に用いる「ただし」が正答である。

オ 「かたく信じて疑わないこと」という意味をもつ「確信」の「信」が正答である。

（参考）

○同一の問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

適切な語句を選択する（よい結果を早く出

Ｈ26Ａ８三ア したいときは，急がば回れといわれるよう 60.0％ P.41～P.50 P.47～P.57

に，かえって慎重に議論を進めるべきだ）

設問四

趣旨

助詞の働きについて理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｴ) 単語の活用について理解し，助詞や助動詞などの働きに注意すること。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ 四 １ １と解答しているもの ◎

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

助詞の「が」と「こそ」の働きの違いを踏まえながら，「こそ」がどの語に付いているか

に着目して考えると，「水野さんが他の誰よりも吹奏楽部の部長にふさわしいことを強調し

ようとした」ことが分かる。

設問五

趣旨

事象や行為などを表す多様な語句について理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｳ) 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに，話や文章の中の

語彙について関心をもつこと。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ 五 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 結論が出ていないという状況や，あとでもう一度話し合うという状況を表す言

葉を適切に書いている。

② 漢字三字以内で書いている。

（正答例）

・ 再検討 （３字）

・ 保留 （２字）

１ 条件①，②を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの

３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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■正答について

結論が出ていないという状況や，あとでもう一度話し合うという状況を表す言葉を，結

果の欄に書かれている「可決」や「否決」という言葉を参考にして，漢字三字以内で書く

必要がある。

設問六 １

趣旨

楷書と行書との違いを理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(2)

イ 漢字の行書の基礎的な書き方を理解して書くこと。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ 六 １ １と解答しているもの

１ ２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

行書は，「点画の省略」，「点画の連続」などによって，楷書よりも速く書くことができる

書体である。

設問六 ２

趣旨

行書の特徴を理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(2)

イ 漢字の行書の基礎的な書き方を理解して書くこと。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ 六 １ １と解答しているもの

２ ２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの ◎

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

行書の特徴として，㋐の部分は「点画の省略」，㋑の部分は「点画の連続」である。

設問七 １

趣旨

古文と現代語訳とを対応させて内容を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア

(ｲ) 古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像すること。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ 七 １ 「不思議と」と解答しているもの ◎

１ ＊ 「不思議」と解答しているものも正答とする。

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【冒頭の部分】の「あやしう」は，【現代語訳】の「不思議と」と対応している。

設問七 ２

趣旨

古典には様々な種類の作品があることを知っているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア

(ｲ) 古典には様々な種類の作品があることを知ること。
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■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ 七 １ １と解答しているもの ◎

２ ２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

３．学習指導に当たって

(1) 日常的な漢字指導（対応設問：設問一・二）

漢字の指導に当たっては，正確に読み書きできるようにすることに加え，漢字の特徴を

理解して適切に使えるようにすることが大切である。そのためには，新出の漢字だけでな

く，小学校で学習した学年別漢字配当表に示されている漢字を，各教科等で積極的に使用

するように指導することが重要である。また，文章を音読することで読めない漢字や漢字

の読み間違いに気付くようにするとともに，辞書を引いて確認することも重要である。

指導に当たっては，平成21年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８一に係る授

業アイディア例，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成

に向けて～【中学校版】」国語－10，平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ

３三も参考になる。

（参照）

「平成21年度【中学校】報告書」P.195

「４年間のまとめ【中学校編】」P.111

「言語活動事例集【中学校版】」P.37～P.38

(2) 場面に即した語句・語彙指導の工夫（対応設問：設問三）

語感を磨き，語彙を豊かにするためには，辞書や資料集などを活用しながら，着目した

言葉について複数の類義語で言い換えたり，ことわざや慣用句，故事成語などの表現に置

き換えたりすることが大切である。敬語や接続詞については，小学校での学習を踏まえ，

具体的な相手や場面を意図的に設定して指導したり，学校生活の中で機会を捉えて指導し

たりすることが大切である。同音異義語については，読み方だけでなく漢字一字一字の意

味を確認しながら熟語の意味について考えることが大切である。

指導に当たっては，平成21年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ８三，平成24

年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ７三，平成26年度全国学力・学習状況調査

【中学校】国語Ａ８三に係る授業アイディア例も参考になる。

（参照）

「平成21年度【中学校】授業アイディア例」P.２

「平成21年度【中学校】報告書」P.200

「４年間のまとめ【中学校編】」P.110

「平成24年度【中学校】報告書」P.162

「平成26年度【中学校】授業アイディア例」P.８
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(3) 助詞や助動詞の働きに関する指導の工夫（対応設問：設問四）

助詞は，単語と単語との関係を示したり，意味を添えたりする働きをもつ品詞である。

助動詞は，意味を付け加え叙述を助けたり，判断を示したりする品詞である。このような

助詞や助動詞を使うことによって，言語生活の上で互いの伝え合いたい微妙なニュアンス

を，相手によりよく伝えることができることに気付くように指導する必要がある。また，

日常の言語活動を具体的に取り上げ，助詞や助動詞が文脈の中でどのような働きをしてい

るかに注意し，話すこと・聞くこと，書くこと及び読むことに役立つように指導すること

も大切である。

(4) 多様な語句・語彙指導の工夫（対応設問：設問五）

日常生活や社会生活の中で使われる，事象や行為などを表す多様な語句について理解を

深めるとともに，話や文章で用いる語彙を豊かにしようとすることが大切である。例えば，

本設問のように学校生活の中での話合いなど具体的な場面を想定し，その場の状況に応じ

た適切な言葉について考える学習活動が考えられる。また，各教科等の学習や読書活動を

する中で出会った多様な語句を取り上げて指導することも効果的である。

(5) 楷書と行書のそれぞれの特徴を踏まえた指導の工夫（対応設問：設問六）

行書の基礎を学習する段階では，同じ文字の楷書と行書とを比較し，筆順や運筆などの

違いについて理解するとともに，それらを生かして行書で書く学習活動が効果的である。

また，学校生活において，メモやノート，会議録，掲示物などを書く際に，書く目的や必

要に応じて書体を選んで書くなど意識的に書写の学習成果を生かすように指導することも

重要である。

(6) 古典に親しむ指導の工夫（対応設問：設問七）

古典の学習の際には，古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思い

などを想像することが大切である。その際，古典の易しい現代語訳や古典について解説し

た文章を用いたり，関連する本や文章等を紹介したり，音声や映像メディアを活用したり

するなど指導上の様々な工夫が考えられる。また，小学校での学習を踏まえ，音読や朗読

を通して古典特有のリズムを味わい，古典に表れたものの見方や考え方に触れることも重

要である。古典に表れたものの見方や考え方の中には，長い年月を隔ててもなお現代と共

通するものもあれば，現代とは大きく異なるものもある。それに気が付くことが古典を学

習する大きな楽しみであり意義である。
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説

（出題の趣旨，解説，解答類型，学習指導に当たって等）

Ｂ 主として「活用」に関する問題
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Ｂ　
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国語Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮo.４」）
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１．出題の趣旨

・ 登場人物の言動の意味を考え，内容を理解すること

・ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容を理解すること

・ 表現の仕方について捉え，自分の考えを書くこと

私たちは本を選ぶとき，人との交流を通して得た情報や，新聞やインターネットなどの書

評，図書館だよりや本のポップなどから得た情報を参考にすることがある。それらの情報の

中には，本の題名や著者名だけでなく，本の内容や表現の仕方について気付いたことなどが

示されている場合がある。選んだ本を読む際には，他の人のものの見方や考え方を意識しな

がら自分のものの見方や考え方を広げていくことも大切である。そのことが，読書生活を豊

かにすることにつながる。

本問では，宮下奈都の『スコーレＮo．４』の一部と本の紹介カードを取り上げた。ここで

は，登場人物の言動の意味を捉えたり，場面の展開や登場人物の描写に注意して内容を理解し

たりするとともに，表現の仕方について自分の考えを具体的に書くことを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと

ア 詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流すること。
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２．解説

設問一

趣旨

登場人物の言動の意味を考え，内容を理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと

イ 文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内

容の理解に役立てること。 《文章の解釈》

■評価の観点

読む能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 一 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの ◎

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【本の紹介カード】の「七葉」を評した言葉である「自由奔放」の意味を，文脈の中で的

確に捉え，何にも捉われず自分の思うがままに振る舞う「七葉」の様子を描写している箇所

を探すと，「水に濡らしてみようよ，と言った」という箇所が当てはまることが分かる。

設問二

趣旨

場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。

《文章の解釈》

■評価の観点

読む能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 二 １ 「父」と解答しているもの ◎

＊ 「父の」，「父からの」と解答しているものも正答とする。

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【本の一部】の１行目にある「（父は）講釈を聞かせてくれた」や，９行目にある「品物

の講釈をするのはいつも温和な，やさしい声だった。」などの叙述から，古道具屋を営む父

が品物の講釈をしているところを「私」が思い浮かべている場面であることが分かる。

設問三

趣旨

表現の仕方について捉え，自分の考えを書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。

《記述》

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと

エ 文章の構成や展開，表現の特徴について，自分の考えをもつこと。

《自分の考えの形成》

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｵ) 比喩や反復などの表現の技法について理解すること。

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 〈心に残った一文〉に，【本の一部】から比喩を用いた表現が含まれる一文を

抜き出して書いている。

② 〈感想〉に，①で取り上げた表現について，「誰（何）」の，「どのような」様

子なのかを明確にして書いている。

③ 〈感想〉に，①で取り上げた表現について，感じたことや考えたことを具体的

に書いている。
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（正答例）

・〈心に残った一文〉

中から，柳の葉の流れるような文様が息をのむほど美しい五寸皿が出てきた。

〈感想〉

「柳の葉の流れるような文様」という表現は，五寸皿の文様が柔らかな曲線で

描かれていることを表している。柳の葉のしなやかさをイメージすることができる。

・〈心に残った一文〉

興奮のあまり黒い目が濡れたように光って怖いくらいだった。

〈感想〉

七葉が自分の思い付きに興奮して目を輝かせている様子を表していて，七葉が

お皿を水に濡らすことに夢中になっている姿が想像できます。

・〈心に残った一文〉

皿が笑っている。

〈感想〉

皿が雨に濡れてとても美しく見える様子。「皿が美しい」と比喩を用いずに表

現するよりも，皿の美しさが鮮明に伝わる。

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの

（例）

・〈心に残った一文〉

雨に濡れていく皿が，まるで生き物のようになまめかしく見えた。

〈感想〉

雨に濡れた皿が美しく見える様子。

３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの

（例）

・〈心に残った一文〉

遠い昔に生まれ，人の手を伝ってここまでたどりつき，やっとめぐりあ

えた品物が，ほんの一瞬，私に向かって心を開く。

〈感想〉

読点で区切られた短い表現のつながりの中で比喩が用いられていて，場

面の様子がよく分かる面白い描写だと思った。

４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの

（例）

・〈心に残った一文〉

いつからか，七葉は店に来なくなった。

〈感想〉

（略）

＊ 比喩を用いた表現が含まれていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ25Ｂ２三
文章を読んで感じたことや考えたことを具

66.2％ P.58～P.63 P.66～P.70
体的に書く

落語の演じ方を選択し，なぜそのように演

Ｈ26Ｂ３三 じるのかを，本文を根拠に殿さまの気持ち 47.2％ P.65～P.71 P.73～P.79

を想像して書く

図鑑の説明を読むことで，よく分かるよう

Ｈ28Ｂ３三 になった物語の部分と，その部分について 58.4％ P.67～P.72 P.75～P.80

どのようなことが分かったのかを書く

３．学習指導に当たって

(1) 登場人物の言動の意味を考えながら読み，内容を理解する

文学的な文章を読む際に，登場人物の言葉や行動が，話の展開や作品全体に表れたもの

の見方などにどのように関わっているかを考えることが，内容の理解を深めることになる。

例えば，登場人物がどのような人物として描かれているかを捉えた上で，話の展開におい

て重要な意味をもつと考えた言動について，互いの考えを交流する学習活動が考えられる。

その際，第１学年〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕(1)の「イ 言葉の特

徴やきまりに関する事項」(ｳ)との関連を図り，事象や行為などを表す多様な語句につい

て理解を深めるように指導することも有効である。

(2) 複数の場面や描写を関係付けて読み，内容を理解する

場面の展開や登場人物などの描写に着目して文学的な文章を読む際には，それぞれの場

面や描写を個別に捉えるだけでなく，複数の場面や描写を関係付けて読むことが大切であ

る。指導に当たっては，登場人物の心情や表現の仕方について感想をもち交流する学習活

動が考えられる。その際，描写の効果について評価するなど，客観的，分析的に読み深め

るように指導することも重要である。

(3) 根拠を明確にして感じたことや考えたことを書く

文学的な文章を読んで，感じたことや考えたことを書く際には，なぜそのように感じた

のか，文章のどこからそのように考えたのかなどについて，根拠を明確にして書くことが

大切である。その際，比喩や反復などの表現の技法についての知識を生かすなどこれまで

の学習を踏まえるように指導することが重要である。例えば，文章を読んで心に残った言

葉や文，感想などをノートに書き留めておき，それを基にしてペアやグループで交流する

学習活動が考えられる。また，図書館だよりや本のポップ，書評などから得た情報を参考

にして，自ら読書を進めていくことができるように指導することも大切である。

指導に当たっては，平成24年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ３二，平成25

年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２三，平成26年度全国学力・学習状況調査

【中学校】国語Ｂ３三に係る授業アイディア例，「言語活動の充実に関する指導事例集～思

考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【中学校版】」国語－14，国語－15も参考になる。

（参照）

「平成24年度【中学校】報告書」P.137

「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.11～P.12

「平成26年度【中学校】授業アイディア例」P.13～P.14

「言語活動事例集【中学校版】」P.45～P.46，P.47～P.48
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４．出典等

【本の一部】は，宮下奈都『スコーレＮo．４』（平成19年１月 光文社）による。
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国語Ｂ２ スピーチをする（けん玉）
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１．出題の趣旨

・ 目的に応じて資料を効果的に活用して話すこと

・ 話の論理的な構成や展開などに注意して聞くこと

・ 相手の反応を踏まえながら，事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように工夫

して話すこと

「話すこと・聞くこと」の領域の指導については，スピーチや討論などの言語活動を通した

指導の充実が図られているところである。その際，目的や場面に応じた話し方や聞き方になっ

ているかなどについて，改めて確かめてみる必要がある。

自分の伝えたいことを聞き手に分かりやすく伝えるためには，相手や場に応じて適切な言葉

遣いをしたり，目的や状況に応じて資料や機器などを効果的に活用したりして話すことなどが

大切である。その際，聞き手のうなずきや表情にも注意し，聞き手に自分の意図が十分伝わっ

ていないと感じられた時には，分かりやすい語句に言い換えたり補足したりすることが重要で

ある。また，資料を提示する時間を長くしたり，繰り返し提示したりするなど，聞き手の様子

に応じて工夫することも重要である。さらに，話の内容や資料の提示の仕方などについて，事

前に想定するだけでなく，実際に話した後に分かりやすかったかどうかについて，聞き手の指

摘を踏まえて検討することも大切である。

本問では，けん玉について説明するスピーチのリハーサルの場面を設定した。実演を行うこ

との意図について考えたり，話し言葉による説明と実演との関係などについて話し手と聞き手

の両方の立場から検討したりすることを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 調べて分かったことや考えたことなどに基づいて説明や発表をしたり，それらを聞い

て意見を述べたりすること。

２．解説

設問一

趣旨

目的に応じて資料を効果的に活用して話すことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ 目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話すこと。 《話すこと》

■評価の観点

話す・聞く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 一 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの ◎

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

「大皿」という技のコツは二つあり，【スピーチ】では「一つは」，「もう一つのコツは」

とそれぞれの内容の説明を分けて実演とともに行っている。

設問二

趣旨

話の論理的な構成や展開などに注意して聞くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

エ 話の論理的な構成や展開などに注意して聞き，自分の考えと比較すること。

《聞くこと》

■評価の観点

話す・聞く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 二 １ １と解答しているもの ◎

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【意見１】は，二回目の実演の直前にも見るポイントを示すことによって理解が促される

ことを伝えようとしている。
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設問三

趣旨

相手の反応を踏まえながら，事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように工夫して

話すことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえながら

話すこと。 《話すこと》

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，

描写を工夫したりして書くこと。 《記述》

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 【本の一部】を参考にして，「どのようにひざを動かすのか」が分かるように

書いている。

② 【本の一部】を参考にして，「なぜひざを動かすとよいのか」が分かるように

書いている。

③ 「玉を受け止めるときは，」に続けて，四十字以上，八十字以内で書いている。

（正答例）

・ （玉を受け止めるときは，）今私がやったように，玉の動きに合わせてひざを

曲げるとよいです。なぜなら，皿と玉がぶつかるときの衝撃をやわらげる効果が

あるからです。 （77字）

・ （玉を受け止めるときは，）皿との衝撃をやわらげるために，ひざを曲げなが

ら行うとよい。 （41字）

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの

３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの

（例）

・ （玉を受け止めるときは，）玉が落ちていく動きに合わせてひざを曲げる

ことが大切です。 （40字）

４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの

（例）

・ （玉を受け止めるときは，）皿との衝撃をやわらげるために，ひざを動か

すことが大切です。 （41字）

＊ どのようにひざを動かすのかを具体的に書いていない。
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９ 上記以外の解答

０ 無解答

３．学習指導に当たって

(1) 目的に応じて資料を効果的に活用して話す

スピーチをする際には，自分の伝えたいことが聞き手に分かりやすく伝わるように工夫

する必要がある。特に口頭での説明のみでは伝わりにくい内容の場合には，イラストや写

真，実物などの資料を用いることが効果的である。また，話題によっては，聞き手の前で

実演することも理解を促すためには有効である。例えば，スピーチを準備している段階で，

目的や状況，相手に応じた資料の内容になっているかや，資料を提示するタイミングは効

果的であるかなどについて聞き手の立場から検討し，分かりやすく伝わるスピーチにする

学習活動が考えられる。

指導に当たっては，平成27年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三に係る授

業アイディア例も参考になる。

（参照）

「平成27年度【中学校】授業アイディア例」P.５～P.６

(2) 話の構成や展開などに注意して聞き，質問や助言をする

スピーチなどを聞く際には，話の論理的な構成や展開などに注意して聞くことが大切で

ある。その際，話の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見とをそれぞれ聞き分け，話

の要点はどのようなことであり，それはどのような事実に基づいているのかを捉え，話全

体がどのようにまとめられているのかを考える必要がある。その上で，自分の考えと比較

し，賛成又は反対，納得できる又は納得できないなどの判断をしていくことが重要である。

例えば，スピーチのリハーサルの場を設定し，話し手に質問や助言をする学習活動が考え

られる。その際，話の論理的な構成や展開などの事前に定めた観点に加え，実際に話を聞

きながら気付いた点について，積極的に質問したり助言したりすることも大切である。

(3) 交流を通して振り返り，分かりやすく伝わるように工夫して話す

スピーチなどをする際に，自分の伝えたいことを聞き手に分かりやすく伝えるためには，

事実や事柄と，それに対する自分の考えや感想などとの関係に注意して話すことが大切で

ある。また，何のために話すのかという目的や，聞き手はその話題についてどのような点

に関心があり，どのような情報をもっているかなどの状況によって話し方が変わってくる

ことにも留意する必要がある。実際にスピーチなどをする場面では，聞き手から質問した

り，内容や伝え方について助言し合ったりする場を設けることで，表現の仕方や聞き方を

互いに学び合うことができる。その際，ＩＣＴを活用することも効果的である。例えば，

スピーチをする様子を録画・録音して話し方などを振り返る学習活動が考えられる。

指導に当たっては，「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の

育成に向けて～【中学校版】」国語－１も参考になる。

（参照）

「言語活動事例集【中学校版】」P.19～P.20

４．出典等

【本の一部】や【スピーチ】は，日本けん玉協会『あそびとスポーツのひみつ101-12 けん

玉の技百選』（平成12年11月 ポプラ社），小川鑛一「けん玉による遊びのサイエンス」（『人

間工学 第40巻 特別号 日本人間工学会第45回大会講演集』平成16年６月 第45回大会事務

局 東京電機大学理工学部），公益社団法人日本けん玉協会ウェブページなどを参考にした。
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国語Ｂ３ 必要な情報を集める（「走れメロス」）
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１．出題の趣旨

・ 集めた材料を整理して文章を構成すること

・ 目的に応じて必要な情報を読み取ること

・ 必要な情報を集めるための見通しをもつこと

私たちは，新聞や広告，パンフレットやポスターなど，身の回りにある様々なものから情報

を得て生活している。それらの情報に接する際には，どのような目的や意図で示されたものな

のかを考えるとともに，その真偽や適否を見極めながら自分の目的や必要に応じて適切に活用

することが大切である。このようなことは，多種多様な情報がつながり合っている現代社会を

生きていく上で重要である。

本問では，様々な文学作品に興味をもつことを目的としておすすめの文学作品を紹介し合う

冊子を作成している場面を設定し，太宰治の「走れメロス」に関連する複数の資料を取り上げ

た。目的に応じて必要な情報を読み取ったり，得た情報の整理の仕方について考えたりするこ

とに加え，アンケートを活用し，見通しをもって必要な情報を集めることについて考えること

を求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

イ 多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くこと。

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 新聞やインターネット，学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比較すること。
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２．解説

設問一

趣旨

集めた材料を整理して文章を構成することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｂ 書くこと

イ 集めた材料を分類するなどして整理するとともに，段落の役割を考えて文章を構成す

ること。 《構成》

■評価の観点

書く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 一 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【下書き】には，「走れメロス」の作者である太宰治の他の作品や，太宰治と関係のある

作家，「走れメロス」の中の印象に残る表現，別の作品との関連など，様々な角度からの情

報が項目立てて示されている。

■誤答について

(1) 選択肢１→【下書き】の「私が選んだ『走れメロス』の中の表現」では，作品の中の

表現に触れている。

(2) 選択肢２→【下書き】の「『走れメロス』と『人質』」では，「走れメロス」の基になっ

たと言われている詩を取り上げるなど，作者についての情報以外のことも紹介している。

(3) 選択肢３→【下書き】では，場面の展開や全ての登場人物について詳しく説明してい

るところはない。
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設問二

趣旨

目的に応じて必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと

カ 本や文章などから必要な情報を集めるための方法を身に付け，目的に応じて必要な情

報を読み取ること。 《読書と情報活用》

■評価の観点

読む能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 二 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの ◎

４ ４と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【資料１】には，「尊敬していた芥川龍之介」，「井伏鱒二に会い，以後師事する。」，【資料２】

には，「友人である作家の檀一雄」，「師である井伏鱒二」と書かれている。

設問三

趣旨

必要な情報を集めるための見通しをもつことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｂ 書くこと

ア 日常生活の中から課題を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめること。

《課題設定や取材》

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

書く能力

鱒
鱒
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① アに，アンケートをとる対象を書いている。

② イに，アのうち，「『走れメロス』を読んだことがある」と答えた人に対する質

問内容を適切に書いている。

③ ウに，イの質問についての回答を基にした内容を載せることで作品に興味をもっ

てもらえると考えた理由を書いている。

（正答例）

・ア 様々な年齢層の大人

イ 「走れメロス」の中で印象に残っている場面を一つ挙げてください。

ウ 印象に残る場面が年齢層によって様々であることを示せば，それだけ多くの

魅力的な要素が入っている作品であることを伝えることができるからです。

・ア 学校の先生たち

イ 共感できる登場人物は誰ですか。

ウ 学校の先生たちがどの登場人物に共感しているのかが分かれば，その理由を

考えながら読む楽しみが増えるからです。

・ア 学級の友達

イ メロスのことは好きか。

ウ メロスについて，友達と自分との感じ方の違いを確かめてみようとする人が

いると思うから。

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの

（例）

・ア （略）

イ メロスは，なぜ走ったと思うか。

ウ メロスが走った理由について載せたいから。

＊ ウに作品に興味をもってもらえると考えた理由を書いていない。

３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの

（例）

・ア （略）

イ 「走れメロス」を読んだことがありますか。

ウ （略）

４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの

（例）

・ア 他の人

イ （略）

ウ （略）

＊ アにどのような人たちを対象とするのかを具体的に書いていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答

―72―



（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

「かるた」について分かったことを基に，

Ｈ25Ｂ１三 さらに調べたいことと調べる方法を具体的 58.5％ P.50～P.56 P.60～P.65

に書く

宇宙エレベーターについて疑問に思ったこ

Ｈ28Ｂ２三 とと，それを調べるために必要な本の探し 49.8％ P.60～P.66 P.69～P.74

方を書く
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３．学習指導に当たって

(1) 集めた材料を整理して文章を構成する

目的に応じて集めた材料を分類するなどして整理することは，問題点を見いだしたり，

自分の考えをまとめたりするために必要なだけでなく，文章の構成を考える上でも効果的

である。書く目的や意図に応じて集めた材料を取捨選択したり，関連を考えて分類したり，

時間的な推移や因果関係などに基づいて整理したりすることにより，書こうとする事柄の

まとまりや順序が明確になる。その上で，段落の役割などを考えて文章を構成することが

大切である。指導に当たっては，これまでの学習を踏まえた上で，段落の役割などに注意

して文章を構成したり，項目を立ててまとめたりする学習活動が考えられる。その際，文

章全体を通して伝えたい事柄や意見などが明確になっているかどうかについて確かめる

ことが重要である。

(2) 複数の資料から必要な情報を読み取り，関連付ける

事実や事柄など伝えたいことを明確にして示すためには，資料から正確に情報を読み取

り，適切に活用する必要がある。一つの資料からの情報だけでは不十分な場合には，複数

の資料から得た情報を関連付けて示すことも必要になる。例えば，得た情報の中から何を

どのように引用すればよいのかを判断したり，情報と情報の関連を考え，再構成して示し

たりする学習活動が考えられる。その際，基となる情報が正しいものであるかどうかや，

目的に応じた示し方になっているかどうかなどについて確認するように指導することが大

切である。

なお，書かれていることを引用する際には，小学校での学習を踏まえ，かぎ（「 」）で

くくることや出典を明示することなどについて留意し，著作権を尊重し保護するように指

導する必要がある。

(3) 見通しをもって必要な情報を集める

日常生活や社会生活の中から課題を決め，必要な情報を集めながら自分の考えをまとめ

る際には，誰に向けて何のために書くのかなど，目的や意図を明確にしておく必要がある。

情報を集める際は，小学校での学習を踏まえ，パンフレットやリーフレット，雑誌，新聞

を利用したり，関係する人々にインタビューやアンケートを行ったりするなど，適切な方

法を選択するように指導することが大切である。その際，集める情報の内容や整理の仕方

だけでなく，その情報を示すことによって，どのような効果が期待できるのかなどについ

ても見通しをもって行うことが大切である。

指導に当たっては，平成25年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１三，平成28

年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２三に係る授業アイディア例，「言語活動の

充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【中学校版】」国語－

９も参考になる。

（参照）

「平成25年度【中学校】授業アイディア例」P.９～P.10

「平成28年度【中学校】授業アイディア例」P.７～P.８

「言語活動事例集【中学校版】」P.35～P.36
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４．出典等

【資料１】は，東郷克美編『太宰治事典』（平成７年５月 學燈社），志村有弘・渡部芳紀

編『太宰治大事典』（平成17年１月 勉誠出版）などを参考にした。

【資料２】は，檀一雄『小説 太宰 治』（平成12年２月 岩波書店），志村有弘・渡部芳

紀編『太宰治大事典』（平成17年１月 勉誠出版）などを参考にした。

【下書き】にある「『走れメロス』の作者 太宰治」の写真は，五所川原市ウェブページに

よる。「私が選んだ『走れメロス』の中の表現」は，太宰治「走れメロス」（『太宰治全集４』

平成10年７月 筑摩書房），「『走れメロス』と『人質』」は，小栗孝則訳「人質 譚詩」（『新

編シラー詩抄』昭和12年７月 改造社）による。
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Ⅳ 解 答 用 紙 ( 正 答 ( 例 ) )

Ⅳ　
解
答
用
紙
（
正
答
（
例
） 

）
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※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

例
今 日 ま で 練 習 を 積 み 重

ね て き た
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※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

不 思 議 と
例

例

小 説 以 外 の 本

例
か く ご あ ざ た

営延 期規 模

再
検

討
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※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。
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※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

例 様 々 な 年 齢 層 の 大 人

「 走 れ メ ロ ス 」 の 中 で 印 象 に 残 っ て い る 場 面 を 一 つ

挙 げ て く だ さ い 。

例

印 象 に 残 る 場 面 が 年 齢 層 に よ っ て 様 々 で あ る こ と を

示 せ ば 、 そ れ だ け 多 く の 魅 力 的 な 要 素 が 入 っ て い る 作

品 で あ る こ と を 伝 え る こ と が で き る か ら で す 。

例

今 私 が

や っ た よ う に 、 玉 の 動 き に 合 わ せ

て ひ ざ を 曲 げ る と よ い で す 。 な ぜ

な ら 、 皿 と 玉 が ぶ つ か る と き の 衝

撃 を や わ ら げ る 効 果 が あ る か ら で

す 。

例
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Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋）

Ⅴ　
点
字
問
題
（
抜
粋
）
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点字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し，児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように，例えば次のような配慮を行っている。 

（１） 問題文などの記述及びレイアウト等について

必要に応じて，文章や図表等の記述を変更したり，提示する順序を入れ替えたり，

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２） 図やグラフの提示の仕方について

提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは

点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 

（３） 出題形式の変更及び代替問題について

 児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し，通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については，出題の趣旨等を踏まえた上で，

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

なお，上記のような配慮に伴い，解答類型の調整等を行った問題については，P.88～P.89

に問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 

＜点字問題における具体的な配慮例＞

【通常問題】  Ａ１ 
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【点字問題】  Ａ１ 

本問題では，主に次のような配慮を行った。 

○ 通常問題では，テレビの様子がイラストで示されている。しかし，点字を使用

して学習する生徒はイラストから情報を把握できないため，問題文等で「テレビ

のニュース」であることを示した。また，音声情報の取得が優先されることを踏

まえ，情報を絞って音声・字幕の順に提示した。

＜点字問題（墨点字版）＞ ＜点字問題（活字版）＞ 

１ 

２ 
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【通常問題】 Ａ６ 

【点字問題】  Ａ６ 

本問題では，主に次のような配慮を行った。 

１） 通常問題では，題材の全文が見開きページに収まっているので，注釈は最後に

まとめて示している。一方，点字問題では，題材の文だけで複数ページに渡って

おり，最後に注釈をまとめると，注釈の情報を把握すること自体が難しくなって

しまう。そこで，ページごとに（注）として注釈を示し，文章を読み進めていく

に当たって必要な注釈の情報をスムーズに把握できるようにした。

２） 次の２点を注釈に追加した。

①「鑿と槌」・・・ 通常問題では，ルビを振るとともに，＜参考＞のイラスト

で説明している。点字問題は，全て仮名表記（「のみ と つ

ち」）であるため意味を理解することが難しくなり，かつイラ

ストによる情報把握も困難であることから，注釈を設けた。

②「眉（まみえ）」・・・ 通常問題では，「眉」について，「まゆ」と「まみえ」

の２つの読み方が示されているが，「まみえ」は現代で

はほとんど使用されないため，点字を使用して学習する

生徒にとって仮名や音のみで理解することは難しいこ

とから，注釈を設けた。 
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＜点字問題（墨点字版）＞ ＜点字問題（活字版）＞ 

（中略）

（以下略）

（中略）

（以下略）

２４ 

２７ 
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＜点字問題において解答類型の変更，調整等を行った問題＞

【点字問題】  Ａ９ １．２． 
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問題番号 解  答  類  型 正答 

９ １． 

（１） 

１ イ． と解答しているもの ◎ 

９ 上記以外の解答 

０ 無解答 

１． 

（２） 

１ エ． と解答しているもの ◎ 

９ 上記以外の解答 

０ 無解答 

１． 

（３） 

１ ア． と解答しているもの ◎ 

９ 上記以外の解答 

０ 無解答 

２． 

（１） 

１ 
「事実とは違うのに，そうであると思い込むこと。」 

という意味が含まれているもの 
◎ 

９ 上記以外の解答 

０ 無解答 

２． 

（２） 

１ 
「（色や形が）あざやかなこと。」「（色や形が）はっきりしていること。」 

という意味が含まれているもの 
◎ 

９ 上記以外の解答 

０ 無解答 

２． 

（３） 

１ 「（ある基準からの）水面の高さ。」という意味が含まれているもの ◎ 

９ 上記以外の解答 

０ 無解答 
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Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）

Ⅵ　
拡
大
文
字
問
題
（
抜
粋
）
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 拡大文字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，弱視児童生徒の

見え方に伴う負担等を軽減するため，通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大き

さに拡大するとともに，次のような配慮を行っている。 

（１） 原則として文字の大きさを 22 ポイントとし，丸ゴシック体・中太とする。

（２） 十分な字間及び行間等に設定する。

（３） 必要に応じて，拡大率やレイアウト等を変更する。

＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】 Ｂ１ 

Ｂ１では，下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。 

【本の紹介カード】について，タイトルと本文の文字の拡大率を調整し，本文の行間をよ

り広めにしている。 
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【拡大文字問題（抜粋）】Ｂ１ 実寸大サイズ 
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【通常問題】 Ｂ２ 

Ｂ２では，下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。 

１） 【本の一部】にある【図】については，写真の中の文字を的確に認識できるように， 

全ての名称を枠で囲んだ上で背景を白色にして示した。また，それらの文字情報を示

す引き出し線を太くした。

２） 【スピーチ】の中で「〈実演〉」と示しているところについて，「実演」の文字を

的確に認識できるように，「〈 〉」を削除し，枠で囲んで示した。 

３） 通常問題では２ページに分かれている【スピーチ】の「実演」のイラストを，一連

の情報として把握できるように１ページの中で配置できるようにし，【スピーチ】全 

体のレイアウトを調整した。 
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【拡大文字問題（抜粋）】Ｂ２ 
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